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研究成果の概要（和文）：「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」として、紙媒体と電子媒体の成果物を制作し
た。
紙媒体として、冊子「親子であそぼ！！遺伝子るんるん学び帳」を制作し、冊子を改訂して書籍「家族であそ
ぼ！！遺伝子るんるん学び本（ISBN978-4-86345-390-6）．東北大学 東北メディカル・メガバンク編、丸善プラ
ネット出版」を発行した。
電子媒体として、小学校指導要領に則した小学校授業（第2学年学級活動、第3学年道徳、第5学年理科）単元の
補助資料として活用できる3種類のアプリケーションを制作した。https://www.gemeed.megabank.tohoku.ac.
jp/ipadcontent/

研究成果の概要（英文）：As a "human genetics education tool for elementary school students", we 
produced paper and electronic media products.
 As a paper medium, we produced a booklet "Play with Parents and Children !! Gene Runrun Learning 
Book" and a book "Play with Family !! Gene Runrun Learning Book".
As an electronic medium, we have created three types of applications that can be used as 
supplementary materials for elementary school lessons (second grade class activities, third grade 
morals, and fifth grade science) in accordance with the elementary school guidance guidelines.

研究分野： 小児遺伝学

キーワード： ヒト遺伝学リテラシー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」紙媒体、電子媒体のいずれも、全国のどこからでも入手可能な状態にした
ことによって、ゲノム医療の受け手である一般市民のヒト遺伝学リテラシーの向上へ寄与できる成果物となっ
た。本研究での成果物「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」は、ヒトの遺伝の扱いが少ない日本の教育現場とゲ
ノム医療の実用化に向けて邁進している日本の医療現場との溝を埋めるためのツールになることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

遺伝子研究の成果が医療に活用されるゲノム医療が急速に発展している昨今において、そ

の医療の受け手である一般市民のヒト遺伝学リテラシーの向上は急務な課題と考えられる。初

等教育時代にヒト遺伝学に興味を持てれば、遺伝リテラシーを持ちながら成人期へと成長する

ため、社会全体の遺伝リテラシー向上へ貢献できると考える。また、自分とは違う他者の存在

を偏見なく認めていく時期である初等教育時代は、「人類皆きょうだい（自分と他人との遺伝

子の違いは、ほんのわずかである）」という概念から遺伝教育を導入するのに適した時期と考

える。 

 
２．研究の目的 

本研究では、普及効果と教育効果が高いことが予測される ICT（情報通信技術）を活用した小

学生向けのヒト遺伝学教育ツールを開発し、小学校の授業の中で活用して頂き、ヒト遺伝学教

育教材としての有用性を継続的に評価していくことを目的とする。 

 
３．研究の方法 
（１）紙媒体の「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」を制作する 

①小学生とその家族で活用して頂ける紙媒体「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」を制作す

る。 

②「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」紙媒体を小学生とその家族が集まる機会（健康調査

センターやイベント会場）で活用して頂き、教育教材としての有用性を評価する。 

③評価に基づき、紙媒体「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」に改訂を加え、書籍「小学生

向けヒト遺伝学教育ツール」を完成させる。 

 

（２）電子媒体の「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」を制作する 

①「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」紙媒体を参考に、小学校の授業（理科、道徳、学級

活動など）で活用して頂けるような電子媒体「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」を制

作する。 

②電子媒体「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」を活用した小学校での授業を実践し、教育

教材としての有用性を評価する。 

③評価に基づき、電子媒体「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」に改訂を加え、アプリケー

ション「ICT を活用した小学生向けヒト遺伝学教育ツール」を完成させる。 

 
４．研究成果 

（１）紙媒体の「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」を制作する 

①冊子「親子であそぼ！！遺伝子るんるん学び帳」を制作した。 

https://www.megabank.tohoku.ac.jp/news/20608 

https://scienceportal.jst.go.jp/gateway/clip/20170515_01/ 

②冊子「親子であそぼ！！遺伝子るんるん学び帳」を活用した、小学生とその家族を対象と

するイベントなどへ出展し、教育教材としての有用性を評価した。 

 

 

https://www.megabank.tohoku.ac.jp/news/20608
https://scienceportal.jst.go.jp/gateway/clip/20170515_01/


③評価に基づき、冊子「親子であそぼ！！遺伝子るんるん学び帳」に改訂を加え、書籍「家

族であそぼ！！遺伝子るんるん学び本（ISBN978-4-86345-390-6）．東北大学 東北メディ

カル・メガバンク編、丸善プラネット出版」を発行した。 

https://www.megabank.tohoku.ac.jp/news/31739 

 

（２）電子媒体の「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」を制作する 

①「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」紙媒体を参考に、小学校の授業（学級活動、道徳、

理科）で活用して頂けるような電子媒体「ICT を活用した小学生向けヒト遺伝学教育ツー

ル」を制作した。 

・仙台市教育研究会理科研究部会所属の小学校教諭（計 7名）から研究協力を得て、小学校

学習指導要領（平成 29年 文部科学省 告知）でヒト遺伝学が関係する単元を抽出した。

その結果、第 2 学年の学級活動、第 3 学年の道徳、第 5 学年の理科に該当する 1 単元が

抽出できた。 

 

・抽出された単元の授業実施時の補助資料となる 3種類のアプリケーション教材「じぶんの

とくちょうをしろう！」「あなたのいのちをたどっていくと？」「生命のつながりを考え

よう！」を制作した。 

https://www.gemeed.megabank.tohoku.ac.jp/ipadcontent/ 

小学校学習指導要領でヒト遺伝学が関係す
る単元を抽出→その単元の授業実施時の補
助資料となるICTを活用したツールを制作

（小学校学習指導要領 平成29年告示 文部科学省）

特別の教科 道徳編

理科編

学級活動

（仙台自分づくり教育
たく生き授業プラン集
仙台市教育委員会）

生命の尊さを知り、生命あ
るものを大切にすること

 

【子どもを対象とする調査】

 子どもが、
「シール貼」（図１,２）
「ちがいさがし」（図３,４）
いずれかのワークシートを選択

 ワークシートを子どもが実施
（制限時間5分間）

 子どもの感想を聴取
「どの位面白かったか、○の
大きさで教えて」

 大きい方の2つの○を選択
＝興味を示したと評価

（平川久美子. 東北大学大学院教育学研究科研究年報, 2009年）

開発したヒト遺伝学教育ツールの
使用者（子ども）の関心度 調査

結果

「ちがいさがし」　（図３と図４）

年齢
調査

実施者数
小さい方の○

選択者
大きい方の○

選択者

0か月～2歳11か月 0人 0人 0人

3歳0か月～5歳11か月 44人 8人 36人　（82%）
6歳0か月～8歳11か月 82人 8人 74人　（90%）
9歳0か月～11歳11か月 29人 7人 22人　（76%）
12歳0か月～15歳11か月 22人 8人 14人　（64%）

合計 177人 31人 146人　（82%）

Fisherの正確検定：　年齢区分による有意差あり　P=0.02109（<0.05）

「シール貼」　（図１と図２）

年齢
調査

実施者数
小さい方の○

選択者
大きい方の○

選択者

0か月～2歳11か月 0人 0人 0人

3歳0か月～5歳11か月 24人 3人 21人　（88%）
6歳0か月～8歳11か月 34人 6人 28人　（82%）
9歳0か月～11歳11か月 20人 4人 16人　（80%）
12歳0か月～16歳11か月 7人 2人 5人　（71%）

合計 85人 15人 70人　（82%）

Fisherの正確検定：　年齢区分による有意差なし　P=0.7798

どの年齢でも、ワークシートに興
味を示す子どもが多かった
「ちがいさがし」においては、
幼児～小学生低学年で興味を示す
子どもが有意に多かった

 

開発したヒト遺伝学教育ツールの
使用者（成人）の知識習得度 調査

【成人（子どもの父母や祖父母）
を対象とする調査】

 成人に「遺伝」に関する知識
問題5問に回答してもらう

 成人に解説書2種類
（図５,６）を読んでもらう

 成人に再度同じ5問に回答して
もらう

結果

遺伝に関する知識問題（5問）
①遺伝子は細胞の中にある
②遺伝子はDNAの一部である
③遺伝子は染色体よりも大きい
④体質や病気は遺伝子、環境、
生活習慣によって決まる

⑤全ての重症な病気は遺伝病である
それぞれの設問に対して3択で回答

[はい いいえ わからない]

問題①～⑤のいずれの知識問題でも、解説書（図５,６）を読む前後で正答
者数が有意に増加した

χ2乗検定
調査実施者数 正答者数 調査実施者数 正答者数 P値

問題　① 328人 220人　（67%） 328人 312人　（95%） ＜0.05

問題　② 330人 260人　（79%） 330人 302人　（92%） ＜0.05
問題　③ 330人 89人　（27%） 330人 218人　（66%） ＜0.05
問題　④ 330人 244人　（74%） 330人 270人　（82%） ＜0.05
問題　⑤ 329人 189人　（57%） 329人 248人　（75%） ＜0.05

解説書（図５と図６）を読む前 解説書（図５と図６）を読んだ後

 

https://www.megabank.tohoku.ac.jp/news/31739
https://www.gemeed.megabank.tohoku.ac.jp/ipadcontent/


 

②電子媒体「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」を活用した小学校での授業を実践し、教育

教材としての有用性を評価した。 

・研究協力者として加わって頂いた仙台市教育研究会理科研究部会所属の小学校教諭が所

属する仙台市立小学校 4 校で 3 種類のアプリケーションを活用した授業を実践し、教育

教材としての有用性を評価した。 

第 2学年の学級活動「立場の違いを理解する」では 130 名、第 3学年の道徳「生命の尊

さ ヌクヌグスージ」では 82 名、第 5学年の理科「学びをつなごう 生命のつながりを

考えよう」では 80 名の児童がアプリケーションを取り入れた研究授業に参加し、授業後

の振り返りで下記の様なレポートを記載した。 

第 2学年「きょうの がくしゅうで おもしろかったことや もっとしりたいと おも

ったことなどをかいてみましょう。」 

   →「体のとくちょうがしれてうれしかったです。なぜかというとまえに一か

いどうゆう体にとくちょうがあるか、しりたいなあと思ったことがあった

からです。またやりたいです。」 

第 3学年「ごせんぞさまとあなたをつないでいるものはなんでしょうか？」 

→「いでんし」「血」と回答 41/82名＝50% 

第 6学年「受精卵を拡大して見てみると、何がありますか？ 学んだ言葉をいくつ

でもよいので書いてみましょう。」 

→細胞小器官の名称を回答 63/80名＝79%  

 

③評価に基づき、電子媒体「小学生向けヒト遺伝学教育ツール」に改訂を加え、アプリケー

ション「ICT を活用した小学生向けヒト遺伝学教育ツール」を完成させた。 

https://www.gemeed.megabank.tohoku.ac.jp/ipadcontent/ 

 

（注）４．（２）③については、令和 3 年度に実施した。研究計画最終年度前年度の応募研究課

題（基盤研究Ｂ）が採択されたことにより、令和 3年度は本研究計画最終年度、且つ、基盤研究

Ｂ課題の初年度にあたることから、両研究課題の研究成果となる。 

小児科医と小学校教諭で開発した
「ICTを活用した小学生向けヒト遺伝学教育ツール」

第2学年 学級活動
「立場の違いを理解する」

自分と友達は同じところ、違うところがあることに気
付き、互いを認め、尊重し合う態度を育てる

第3学年 道徳
「生命の尊さ ヌチヌグスージ」

生命は過去から繋がっていることを知り、生命を大切
にする心情を育てる

第5学年 理科
「学びを繋ごう 生命の繋がりを考えよう」
植物や動物の誕生や成長・体の働きについて学んだこ
とをふり返る活動を通して、生命を繋いでいく仕組み
について考えることができる

成果物

 

https://www.gemeed.megabank.tohoku.ac.jp/ipadcontent/
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